
霊長類の静的機能形態学

(実施年度:平成8-10年度)

(推進者:茂原信生 ･毛利俊雄)

この計画研究は､静的機能形態学という包

容性にとむメインテーマをかかげ､研究所で提供

できる霊長類資料を利用した幅広い形態学的な研

究がおこなわれることを意図して実施された｡

多数の研究申請があり平成8年度は6件､平

成9年度は7件､平成10年度は7件の研究が採択さ

れた｡手関節･頚静脈寓などの骨学､顎二腹筋･

烏口腕筋 ･指伸筋 ･固有背筋などの筋学.肝臓 ･

喉頭などの内蔵学､嘆球の微細血管構築 ･四肢動

脈系などの脈管学と多岐にわたる対象について.

純粋な記載にちかいものから形態の系統発生の復

元まで多様な研究が活発に実施された｡個々の研

究の雌目､研究者名は以下のとおりである｡

(平成8咋LLE)

･笠長城の舌骨喉頭装置に関する比較機能形態学

的研死

(桑山杉夫､関西医大)

･盃長Wlの動脈系の比較形態学的研究

(児玉公道 ･川井克司,熊本大･医学部)

･ニホンザル固有背筋の筋束構成と支配神経の筋

内分祁

(小島龍平､埼玉医大短大)

･忠良机の肝臓の比較解剖学的研究

(中久喜正一､東京農工大 ･猷医学科)

･ニホンザル映球の微細血管構築について

(岡田成賛 ･太田義邦､大阪歯大)

･正長矧 こおける顎二腹筋の観察

(重政香代子､日大･歯学部)

(平成9年度)

･忠良畑の舌骨喉頭装置に関する比較機能形態学
的研死

(兼山杉夫､関西医大)

･忠良Wlの静的機能形態学

(樋口 桂､筑波大 ･医科学研究科)

･忠良ylの静的機能形態学

(角田鷹信､東京医科歯科大･医学部)

･迎動神経細胞の位置に基づく霊長類肪系の系統

発生

(木田雅彦 ･工藤宏幸.岩手医大)

･ニホンザル固有背筋の筋束構成と支配神経の筋

内分布

(小島龍平.埼玉医大短大)

･手の巧轍運動の発達に関する比較解剖学的研究

(中村俊康､藤田保他紙生大)

･リスザル嘆覚器の微細血管構築について

(岡田成賛 ･諏訪文彦 ･太田義邦.大阪歯大)

(平成10年度)

･霊長類の舌骨喉頭装置に関する比較機能形態学

的研究

(桑山杉夫､関西医大)

･霊長頬筋系の系統発生的な派生に関する研究

(樋口 桂､筑波大 ･医科学研究科)

･霊長類下肢骨形態と筋 ･靭帯との関係

(平本嘉助､北里大･医学部)

･霊長類四肢動脈系の比較形態学的研究

(小泉政啓 ･前田 智 ･児玉公道 ･

川井克司､熊本大 ･医学部)

･ニホンザル固有背筋の筋束構成と支配神経の肪

内分布

(小島龍平､埼玉医大短大)

･霊長類の四肢骨の三次元モデル化

(中山浮之､京都大 ･理学研究科)

･骨格筋筋膿タンパク質の動物系統間比較

(関川三男､神広畜産大)

霊長類におけるス トレス反応に関する研究

(実施年度 :平成8-10年度)

(推進者 :鈴木樹理 ･大蔵 聡 ･

友永雅己 ･中村 仲)

本計画研究は,霊長掛こおけるストレス反

応の定量系の確立を初めとして､その応用として

霊長類の飼育環境や実験環境の評価系の検討､史

には動物福祉に基づく環境エンリッチメントへの

応用をも視野に入れた研究である｡平成8年度か

ら10年度の3年間は,これらの最初の段階という

位置づけとなる｡

初年度は､本計画研究課題をスタートする

に当たり,ストレス研究に関する理解を深めるた

めの研究会を7月に開催した｡研究会では､霊長

薫別こ限らず､生物のストレス反応について細胞レ

ベルから個体の行動までの幅広い鎖域において研

究を行っている第-線の研究者が鈍い､個々の研
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究成果と瓜近の動向を紹介した｡両日ともに各セ

ッションで姉妹深い発表と活発な討論が行われ､

参加者の坤門細城外のストレス研究についても理

解を深めることができた｡瓜筏の総合肘約では､

改めてそれぞれの研究分野におけるストレスの捉

え方の非池点および相迎点について論誠が及び､

ス トレス研究を推進するには学問領域を越えた学

際的な研究が必要であることが確認された｡また､

ヒトのモデルとしてのサル類におけるストレス研

死の並要性が指摘され､今後の研究に対する期待

が表明された｡

これらの議論をふまえて､物理的のみなら

ず､霊長類に特有な心理的､社会的ストレスに対

する生理学的変化や心理学的､行動学的変化の分

析と定員を試みること､また､ストレス反応時の

神経 ･内分泌 ･免疫系の相互のかかわり合いを解

明することを本計画研究の3年間の目標として掲

げ､研究を実施した｡3年間に以下の15件の研究

脱帽が実施され､新たな知見が蓄積された｡これ

ら研究成果のとりまとめおよび今後の新たな展開

にむけて､研究会を平成11年秋に予定している｡

(平成8年度)

･夜尿症とストレスとの相関関係に関する研究

(畦元将隆､名古屋市大 ･医学部)

･霊長矧 こおけるス トレス反応の内分泌学的解析

(前多敬一郎 ･束村博子他､名古屋大 ･農学部)

･盃長薫別こおけるストレス反応に関する研究

(錫村明生､奈良医大)

･心理的､社会的ス トレスが霊長類の免疫機能に

及ぼす影響

(寺尾恵治､国立感染研)

(平成9年度)

･新生児のストレスに対する反応

(川上清文､聖心女子大 ･文学部)

･内分泌学的指標による霊長類の物理的.心理的

ストレスの評価

(前多敬一郎 ･束村博子他､名古屋大 ･農学部)

･視床下部怒気活動を指標としたストレス評価系

の確立

(西原穴杉 ･森 裕司他､究京大 ･

大学院E3学生命科学研究科)

･霊長輔のストレス反応に関する研究

(錫村明生､奈良医大)

･心理的､社会的ストレスが霊長類の免疫機能に

及ぼす影響

(寺尾忠治,国立感染研)

･母子のストレスがひきおこす胎児 ･新生児行動

の変化が母子愛苛に及ぼす影野

(上井捻子､東京医科歯科大 ･大学院医学研究科)

(平成10年度)

･新生児期におけるサルのストレスに対する反応

(川上柄文､聖心女子大 ･文学部)
･視床下部匂気活動を指標としたス トレス評価系

の確立

(西原穴杉 ･森裕司他,東京大 ･

大学院農学生命科学研究科)

･霊長類のストレス反応に関する研死

(錫村明生､奈良医大)

･心理的､社会的ストレスが霊長班の免疫機能に

及ぼす影野

(寺尾心拍､国立感放研)

･ス トレスによる性腺機能抑制の神経内分泌学械

序*

(前多敬一郎 ･来村仲子他､名古屋大 ･農学部)

*4年迎純となるため.fZ料提供として採択
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